
与論空港脱炭素化推進協議会（第１回） 議事概要 

 

１ 日 時 

令和７年１月 22 日（水）15 時～17 時 

 

２ 場 所 

与論町役場１階多目的ホール 

 

３ 出席者 

・(株)奄美航空空港第１部与論空港所長 

・大島石油(株)与論航空給油所長 

・九州電力(株)都市開発事業本部インフラ事業グループ長 

・九州電力(株)鹿児島支店企画・総務部地域戦略グループ長 

・えらぶゆり電力取締役（代理 脱炭素担当） 

・福岡管区気象台総務部業務課長(代理 調査官) 

・与論町環境課長 

・与論空港管理事務所長 

・県土木部港湾空港課空港対策監 

・県大島支庁沖永良部事務所総務福祉課長（事務局） 

・県大島支庁沖永良部事務所建設課長 

※与論空港(株)取締役，九州電力送配電(株)奄美配電事業所長，大阪航空局福岡空港事務

所長は欠席 

 

４ 協議会の設立 

  与論空港脱炭素化推進協議会規約（案）について，原案どおり決定し，本日から施行す

ることとした。 

 

５ 議事概要 

 【議事１】 空港脱炭素化推進計画の概要について 

事務局から，空港の脱炭素化に係る国の動きや脱炭素化推進計画の策定等について説明 

 

 【議事２】 与論空港の概要と現状のＣＯ２排出量について 

事務局から，事前の基礎調査に基づく与論空港の CO2 排出量について説明。 

国土交通省が掲げる，2030 年までに CO2 排出量を 46％以上削減（2013 年度比）する目

標を目指すことを確認。 

 

 【議事３】 与論空港におけるＣＯ２削減の取組状況と今後の展望について 

事務局から，基礎調査に基づく各事業者のこれまでの省エネの取組と，今後の展望を説

明。 

 

【議事４ 意見交換・質疑】 

出席者より，太陽光パネルの設置に係る課題等についての質疑あり。 

基礎調査結果や今後の取組み等について意見交換及び質疑応答が行われた。 

 

 

（以上） 


